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●愛知県医師会におけるIT化～現状と今後

１．サーバー外部移転について

２．IT機器を駆使したリモート会議システムの確立

３．遠隔地で講演会を行う場合の出退管理システムの作成

４．県医師会ホームページのリニューアル

５．災害時安否確認システムの刷新

６．委員会資料ペーパーレス化について
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●１-１．サーバー外部移転について

いつ何時サービ
スが停止するか
わからない

№ 項目 問題点 予想されるトラブル事象

1
安
定
性

・耐震・制振設備なし
・冗長構成はハードディスクのみ

・業務支障をきたしたときにトラブル
が判明する
・事務員出勤後にトラブル対応を実施
する
・会館内バックアップを実施している

・災害時にラック毎倒れてデータ消失
・機器故障によるシステム停止
・空調設備停止や停電等の環境要因による
システム停止

・災害による会館倒壊時にデータ消失

2
安
全
性

・入室管理なし（施錠のみ）

・セキュリティ対策が遅れる可能性
あり

・部外者のサーバールーム入室による物理
的な破壊行為によるデータ流出
・緊急のセキュリティ脆弱性をつかれた
ハッキング行為によるデータ流出

・サーバー外部化前の状況

4

これまで以上の
会員サービス向
上が見込まれる
為、移転を決定

サーバーを外部
移転させる必要
性の検討

大災害にも対応
できる設備投資
の必要性



●１-２．サーバー移転後の状況

☆問題点の解決

▪ 東日本大震災クラスの災害でも
問題が発生しない堅牢性。
（日本データセンター協会
（JDCC）が定めるTier3を概ね
満たす。）

▪ 電源設備、空調設備、通信設備
の冗長性。

▪ 専任オペレーターによる24時間
365日の入館管理・故障予兆監
視・故障時保守対応。

☆さらなるメリット

▪ メールシステムの利便性向上

▪ ポータルサイトによる保守システム
（人員異動等にも対応するシス
テムの構築）の利用

▪ スケジュール表の共有

▪ 専用ソフトで確実なバックアップを
取得。

▪ 最新のセキュリティ対策。
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●２-１．リモート会議システムの確立

愛知県
医師会

様々な研修会・講演会

▪ 移動時間

▪ 診療時間の都合

▪ 急患 等々…

リモート会議システムの利用により、
お近くの地区医師会会場で
講演会・研修会に参加ができます！
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●２-２．リモート会議システムを開催するにあたり…

☆問題点

▪ 音はクリアに聞こえるのか？

▪ 映像の画質はどうか？

▪ セキュリティはどうか？

▪ 出退管理はしっかり
記録されるのか？

︙

☆解決策

▪ 専用機器 HDコム（Panasonic
製）と専用線（NTTビジネスイーサ
ワイド）を利用することにより、鮮明な
ハイビジョン映像とクリアな音声を確保
しました。

▪ 専用線を使用することにより、
堅牢なセキュリティを確保しました。

▪ 出退管理システムを別途構築しまし
た。（後述）
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●２-３．リモート会議システムのしくみ
システム導入済みの地区一覧

▪ 一宮市医師会

▪ 瀬戸旭医師会

▪ 半田市医師会

▪ 春日井市医師会

▪ 尾北医師会

▪ 豊橋市医師会

▪ 岡崎市医師会

▪ 碧南市医師会

▪ 豊田加茂医師会

以上 9会場

【専用回線による安定・安全性の確保。かつ拠点会場に合わせた拡張性の高い構成】

愛知県医師会館

NTTの専用回線

地区医師会Ａ（大会議場） 地区医師会Ｂ（小会議場）

インターネット インターネットアク

セス不可
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用語紹介：HDコムとは…

HDコム専用
MPCSシステム

ネットワーク網

最大
２４拠点

４拠点モデル

（～４台同時接続可）
ＫＸ－ＶＣ１３００Ｊ

１０拠点モデル

（～１０台同時接続可）
ＫＸ－ＶＣ１６００Ｊ

多地点接続サーバー

ＫＸ－ＶＣ２０００Ｊ
24拠点モデル

① 多地点接続の基本機能に特化

②最大２４拠点までの接続が可能

③ 会議内容にあわせた画面レイアウトを選択可能

（HD映像コム本体）

（HD映像コム本体）

（HD映像コム本体）
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【ＨＤコムとＮＴＴの専用回線の採用にあたって考慮した点】

・広帯域ステレオ全二重音声 ※全二重音声…双方向同時音声通話が可能となる機能
・エコーキャンセラ内臓バウンダリーマイクによるエコー・ハウリング防止
・話者が大勢いても、その位置関係まで正確に音で表現できるバウンダリーマイクと本体の出力機能
・回線の帯域が不安定になっても音声を最後まで優先

【設置・設定・操作の属人性排除】

・直観的な操作ができる専用リモコン

≪２者間で会議開始の例≫
１．電源をON
２．ダイヤル番号を押す
３．開始ボタンを押す

この３つのステップで操作完了

・本体の設定は愛知県医師会側で
実施してから貸与するので、カメ
ラ・モニター・マイク・LAN回線を繋
げれば、すぐ使用可能となります。
（拠点追加時のダイヤル設定は
手順書を後日配布）

２-４．リモート会議システムのしくみ(2)
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●２-５．リモート会議システム導入スケジュール
平成28年度

・システムの基礎
構想

・機器の選定、見積
もり

・大まかなスケ
ジューリング

平成29年度

・機器導入

・地区への説明、テ
スト稼働

・実地運用試験

・規約の制定

平成30年度

・最終説明

・出退管理システム
の説明

・本格始動
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●試験運用

①日本医師会→県医師会→地区医師会
3月5日(月)社会保険担当理事連絡協議会 ・3月7日(水)介護保険担当理事連絡協議会

②県医師会→地区医師会
ホームページ・IT化対策委員会、今までに５回 昨日も
3月20日(火)産業医研修会（予定）
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３-１．出退管理システムについて
▪ リモート会議システムが利用可能となった結果、地区側でも専門医単位の取
得等の事務手続きが必須となり、医師会間での正確な出退を管理・共有す
る為の情報処理システムが求められることとなった。

▪ これを踏まえ、適正な出退管理・会員の利便性及びセキュアな情報のやり取
りを目的に作成されることとなった。

問題点

•会場によって受付場所にネットワーク環境のない
会場もある為、オンラインでもオフラインでも使
用可能なシステム構築が必要。

解決方法

•オンライン・オフラインどちらにも対応できる受
付システム。地区と県医師会でのやりとりを安全
かつ迅速にする。
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●3-２．出退管理システムのしくみ
（受講者視点）

①希望の研修会の要項にてリモート
会議システムが利用可能の有無
が記載されている。

②受講したい会場を選択し申込み
を行う（申込み方法はそれぞれの
研修会によって異なります）

③バーコードが印字された受講票が
届くので、これを持ち会場にて受付
を行う。

※申請した会場以外での受講は
原則不可となります。

受講者のシステム利用例

受講申込時に

希望会場を選択

バーコードが記
入された受講票

が届く

ハガキを持っ
て、会場へ！

申込済
会場
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3-3．出退管理システムのしくみ
（地区医師会視点）

①研修会の開催案内が出退管理シス
テムを通じて地区医師会へ通知。

②要項を確認の上、システムから開催
するかどうかの申請を行う。

③県医師会から地区会場で受講する
参加者の名簿データがシステムを通
じて届く。

④当日、受講用PCに名簿データを取
り込み、受付にバーコードリーダーと共
にPCを設置。

⑤受講後は県医師会へ、出退記録の
記載された名簿データを送信。

地区医師会側の流れ

愛知県医師会
から開催のお
知らせが届く

開催の意思
を申請

受講データ
受信

会場へ設置

受付

県医師会へ
データ送信
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●3-４．出退管理システム（実際の画面）
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※ダミーデータ

●3月3日感染症・予防接種研修会で試験運用
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●４-１．ホームページのリニューアルについて

☆問題点

▪ 長年蓄積された情報が新しい情
報と混在しているため、閲覧しづら
く、またメンテナンス性が低下してい
た。

▪ 前回のリニューアルから老朽化して
おり、サイトデザインやUIが現代の
閲覧者にとって使いにくいものに
なってしまっている。
例）スマートフォン閲覧に対応し
ていない等。

☆現在のデザイン

現行のホームページに、下記の問題点が見られるためリニューアルを実施することとなった。
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４-２．リニューアルにおける５つのポイント

▪ 訪問者・管理者共に使い勝手の良いWebサイト
より更新しやすく、使い勝手の良いサイトを実現

▪ 検索エンジンにヒットしやすいWebサイトづくり
検索を容易にし、迅速なアクセスが可能

▪ モバイル × PC のダブルファーストのデザイン
モバイルだけを優先させない、両方を尊重したデザインを追求

▪ 好感度・注目度を高めるトップデザイン
清潔感や求める情報に辿り着きやすいデザインを構築

▪ アーカイブページの導入
過去のページを消すのではなく、記録として閲覧できる機能の導入
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●４-３．総合トップページ（リニューアル後）
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４-４．県民向けページ（リニューアル後）
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４-５．医師向けページ（リニューアル後）
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４-６．会員向けページ（リニューアル後）
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●４-７．レスポンシブデザインページ（リニューアル後）

▪ 使用するユーザーが増えているスマートフォ
ンでの閲覧に対応できるよう、画面サイズ
に合わせてデザインが変更されるように。

▪ スマートフォンに限らず、様々なディスプレイ
サイズで閲覧されることが予想される。
これに対応できるよう、サイズに合わせ、自
動的なデザインの変更が可能。

※レスポンシブデザインとは、閲覧者の画面
サイズまたはウェブブラウザに応じてデスク
トップウェブページが閲覧できることを目指し
たウェブデザインの手法

25



１．サーバー外部移転について

２．IT機器を駆使したリモート会議システムの確立

３．遠隔地で講演会を行う場合の出退管理システムの作成

４．県医師会ホームページのリニューアル

５．災害時安否確認システムの刷新

６．委員会資料ペーパーレス化について

26

愛知県医師会におけるIT化～現状と今後



●５-１．新しい災害時安否確認システムについて

①

②

③

④

⑤

⑥
27

以下の６点が新システムにおける追加機能となっている



①地震情報との連携

▪ 管理者が発信できない時でも
安否確認が地震情報と連動可
能

▪ 気象庁からの地震情報内の震度
速報と連動し、設定された値内の
震度が発生した場合、あらかじめ
指定しておいたメッセージを自動で
配信することにより、速やかな安否
確認が可能。

※地震情報との連動メールには、
地震発生時刻・震度・地震が発
生した都道府県等の詳細情報も
記載。28



②会員の家族・従業員の安否確認
▪ 緊急時に家族間での安否確認連絡も出来ます。家族ではなくクリニックの
従業員を設定することも可能です。

▪ ユーザー1人に対して6人までの家族登録が可能です。家族用コメント欄を
使えば、家族間だけで安否状況のやり取りが可能です。
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③回答ごとに二次連絡

▪ 回答内容からメンバーを絞って
すぐに二次連絡を送信できます。

▪ 状況に応じ必要な連絡を迅速に
行うことが可能です。

④緊急時以外でも利用可能

▪ 社内メッセージや平時の連絡手
段として使用できます。
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⑤過去の災害での実績

▪ 過去の災害でも安定稼働の実
績あり。

▪ 能登沖地震、東日本大震災など、
これまでに発生した災害でも安定
した稼動実績をもち、その有用性
が実証されている。

⑥データセンター業務からシステム
開発まで一貫した体制

▪ データセンター業務を行う企業が
仕組みから開発

▪ 安否確認システムの開発からサー
バ運用・データセンター管理まで、
すべてが一体となって運用している。

31



１．サーバー外部移転について

２．IT機器を駆使したリモート会議システムの確立

３．遠隔地で講演会を行う場合の出退管理システムの作成

４．県医師会ホームページのリニューアル

５．災害時安否確認システムの刷新

６．委員会資料ペーパーレス化について

32

愛知県医師会におけるIT化～現状と今後



●６-１．委員会資料ペーパーレス化について
（開発への流れ）

▪ 業務改善調査の結果、本会では年間概ね170回程度(不定期開催を除
く)委員会を開催していることがわかった。
更に業務の効率化を検討したところ、開催のたびに紙媒体での資料配布を
行うことは、コスト・事務作業の面から改善の余地が見込まれる結果となっ
た。

▪ 結果、一部データ媒体での利用が
難しい委員会を除き、順次委員会資料
ペーパーレス化を推進することとなった。
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６-２．委員会資料ペーパーレス化のしくみ

☆DropBoxを利用した配信

▪ iPad Air とDropBox、Adobe
Readerアプリケーションを利用し、
複数のiPadへPDF資料を一括配
信します。

※ウィルスチェック等セキュリティの確
認が取れた本会所有iPadのみ使
用。

概要・利用方法
①システム概要

ドロップボックスを利用したデータの共有によ
るタブレットでの資料閲覧。同時に本会ポー
タルサイトにもデータをアップし、本会役員、
事務局、該当委員会委員がいつでも資料
を閲覧できる。なお、委員会での配付紙資
料は原則次第のみとする。

②委員会準備

事務局は委員会に必要な台数のタブレッ
トから個別にDropBoxにアクセスし、委員
会資料を表示させる。

③委員会委員の操作

各委員は、タブレットに表示されたPDF資
料を閲覧。理事会システムのように一括で
全てのページ送りはせず、各委員が個別にタ
ブレットを操作し、ページをめくる。
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